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（証券コード : 6506）

第108期中間ご報告
株式会社 安川電機
株主のみなさまへ

2023年3月1日　  2023年8月31日

代表取締役社長

2023年11月

株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。

さて、2023年度中間期における当社グループの経営環境は、半導体・電子部品向けの

需要が米国・中国を除くアジアなどで低迷したものの、省エネ化投資や生産の高度化・自

動化を目的とした投資がグローバルで継続しました。また、自動車市場においてEV関連を

中心に設備投資が継続したことに加え、中国においても太陽光発電用パネルの製造など、

新エネルギー分野の需要が好調に推移しました。このような環境において当社グループの

業績は、これらの需要を的確に捉えたことに加え、操業度の改善や部品の内製化などによる

生産の効率化を進めたことから増収増益となり、上期業績としては過去最高を更新しました。

2023年度下期においては、“i3-Mechatronics”ソリューションの本格的な実展開を順次

開始していきます。お客さまの実現したい“コト（改善・進化）”の理解を前提とした販売活

動を推進し、これを実現する製品開発を安川テクノロジーセンタで加速します。具体的には、

新型自律ロボット“MOTOMAN NEXT”の市場投入を確実に進めるとともに、複数の装置・

ロボットを統合制御する“YRMコントローラ”を欧米市場に投入します。また、事業所再編を

通じた内製化投資計画の策定を進めるほか、生産との連動により受注残を確実に売上へ

つなげ、原材料を中心とした棚卸資産の圧縮に取り組むなど、生産・販売管理の強化

によって収益の最大化を図ります。

当社は「事業の遂行を通じて広く社会の発展、人類の福祉に貢献する」ことを経営理念に

掲げ、この浸透活動を国内外のグループ会社を含む全社で推進しています。グローバルに

おける‶One YASKAWA"をイメージとしたサステナブルな経営基盤の構築を進め、刻 と々

変化するお客さまからの要望に柔軟かつスピーディーに対応していきます。また、2023年度

よりスタートしました新中期経営計画“Realize 25”では、安川グループ経営理念を基本に

“i3-Mechatronics”を中心とした事業活動を強化し、お客さまの課題解決に貢献することで、

さらなる企業価値の向上を目指していきます。

株主のみなさまにおかれましては、今後ともなお一層のご理解とご支援を賜りますよう

お願い申しあげます。

営業利益（単位:億円） 親会社の所有者に帰属する当期利益（単位:億円）売上収益（単位:億円）

（年度）2021 2022 2023

4,790

2,399 2,635

通期

中間期

（年度）2021 2022 2023

528

268
312

（年度）2021 2022 2023

383

211 237

5,559
683

2,889
330 242

517
5,800（予想）

700（予想） 513（予想）



当社は、Oishii Farm Corporation（いちごを製造・販売する米ベンチャー企業：以下
“Oishii社”）と、5月30日に資本業務提携を行いました。Oishii社が展開する植物工場に対して、
当社のソリューションコンセプト“ i3-Mechatronics”に基づく自動化ソリューションを提供する
ことで、農業・食品分野での自動化のグローバルリーダーを目指し、食の安定供給などによる
サステナブルな社会の実現に貢献していきます。

トピックス

セグメント別の概況

ACサーボモータ・コントローラ、インバータなどの製品は、機械や生産設備の高度化・省力化に貢献しています。

モーションコントロール

ACサーボモータ・コントローラにおいては、中国において太陽光パネル製造装置向けの販売が
伸長した一方、米国・韓国・日本などで半導体・電子部品向けの需要が低迷した影響を受け、売
上収益は減少しました。
インバータにおいては、生産が正常化したことで受注残の消化が進み、グローバルで販売が伸長

しました。また、米国のオイル・ガス関連や大型空調 (HVAC)関連の需要が好調に推移し、アセアン
各国やインドにおいてもインフラ関連需要が徐々に回復するなど、売上収益は大幅に増加しました。
これらの結果、セグメント全体の売上収益は前年同期比で増加し、営業利益は昨年度来高騰

した原材料費の価格転嫁などによる採算性の改善により増益となりました。

■経営成績

自動車関連市場を中心に、様々な産業分野において溶接、塗装、組立、搬送などの自動化に貢献しています。

ロボット

グローバルにEV関連の設備投資が継続したことに加え、欧米などの一般産業分野において、
人件費高騰・労働力不足を背景に生産の高度化・自動化を目的とした投資が底堅く推移しました。
これらの需要を的確に捉え、i3-Mechatronicsソリューションによる高付加価値提案を行う
とともに、部品の内製化などによる生産の効率化や価格転嫁による採算性の改善を進めました。
これらの結果、売上収益・営業利益はともに前年同期比で増加しました。

■経営成績

1世紀にわたり培った技術と豊富な実績により、社会の安全・安心と豊かな暮らしを支えます。

システムエンジニアリング

国内の上下水道用電気システムや海外の港湾クレーン関連などの
需要が堅調に推移し、売上収益は前年同期比で増加しました。
利益面においては、売上増加による利益増加に加え、経費コント

ロールの徹底などにより増益となりました。

■経営成績
売上収益

268億97百万円 11億71百万円
前年同期比9.3％増

売上収益

営業利益

1,123億56百万円

129億95百万円

前年同期比8.5％増

前年同期比19.3％増

売上収益

営業利益

1,369億12百万円

204億21百万円

前年同期比12.9％増

前年同期比29.3％増

米Oishii Farm Corporationとの資本業務提携により
植物工場自動化への取組みを加速

2023年5月、ドイツ・ハッタースハイムに欧州安川の新社屋が竣工いたしました。太陽光発電
システムなどを備えたエネルギー効率の高い設計の建屋にはトレーニングセンタやイノベーション
センタも設置され、お客さま・パートナーとの新たなソリューション開発を推進し、欧州での販売
力を強化していきます。

欧州安川の新社屋が竣工、欧州での販売力を強化

営業利益 前年同期比22.0％増



新たな産業自動化革命の実現へ

2023年5月に発表した新中期経営計画“Realize 25”（2023～2025年度）では、安川グループ経営理念を念頭におき
ながら、ソリューションコンセプト“ i3-Mechatronics*1”を中心とした事業活動を強化していきます。お客さまが求める「コト」、
すなわちお客さま自身の「改善や進化」に対するソリューションの提供価値を最大化し、お客さまへの貢献性を高めます。

2025年度目標として売上収益6,500億円、営業利益1,000億円、
営業利益率15.4%を掲げています。また、ROE＊2･ROIC＊3はともに
15.0%以上、｢配当性向｣は30%+αとします。投資計画については、3年
間累計額1,500億円としています。

当社グループの生産現場において i3-Mechatronicsを実行し、製品
競争力と品質を高めます。お客さまが求める「コト」を当社グループの強み
である 「モノ」でシームレスにつなぎ、さらなる価値の創出につなげます。

■新中期経営計画“Realize 25”の財務目標

■4つの基本方針

新中期経営計画“Realize 25”

＊1 i3-Mechatronics（アイキューブ メカトロニクス）： 当社が1969年に提唱した「メカトロ
ニクス（メカニズムとエレクトロニクスを融合した造語）」に3つの“i”（integrated:統合的、
intelligent:知能的、innovative:革新的）を重ね合わせ、お客さまの経営課題の解決に
寄与するソリューションコンセプト

＊2 ROE : Return on Equity（自己資本利益率） = 親会社株主に帰属する当期純利益/自己資本
＊3 ROIC : Return on Invested Capital（投下資本利益率） = 親会社株主に帰属する当期
純利益/投下資本

i3-Mechatronicsソリューションによる
価値創出

自動化コンポーネントを中心にEV、バッテリー、半導体、食
品などの成長市場で、グローバルに市場別戦略を展開してい
きます。各製品の日本のマザー工場においても開発・調達・
生産の連携を進めるとともに、需要地生産という考え方を軸
に、グローバルで安定的なものづくりを実現していきます。

世界一／世界初の自動化コンポーネントを
軸としたグローバル成長市場攻略

メカトロニクス応用領域の事業拡大による
サステナブルな社会の実現に貢献

YDX*4とサステナビリティ経営の
深化による経営基盤の強化

ROE

ROIC

配当性向
投資計画 累計投資額 : 1,500億円（2023年度～2025年度）

16.2%

14.6%

14.1%

12.3%

15.0%以上
15.0%以上

32.3% 32.8% 30.0%＋α

15.4%
12.1%12.3%

5,560 5,800
6,500

683 700

1,000

単位 : 億円

2022年度 実績 2023年度 見通し 2025年度 目標

= 売上収益 = 営業利益 = 営業利益率

ntegratedi

お客さまの価値創出につながる技術開発力の強化技術
i3-Mechatronicsによる自社の「ものづくり」進化生産
お客さまのサプライチェーンへの戦略的なアプローチの強化販売
製品ライフサイクルにおける製品･サービス品質の革新品質

統合・連携された
生産現場

ntelligenti nnovativei
知能化された
生産現場

革新的な
生産現場

技術・生産・販売・品質機能の強化

EV市場 バッテリー市場 半導体市場 食品市場

内製化・自動化
需要地生産

YRMコントローラ
MOTOMAN NEXT

∑-Xシリーズ
人協働・半導体ロボット
安川インバータシリーズ

販売 /サービス

市場別戦略

製品

生産

Energy Saving
インバータ 高効率モータ

マトリクスコンバータ

ロボット

グリーンプロダクツの拡販によりお客さまの省エネ性向上と環境負荷軽減を実現

Food & Agri 農業分野自動化 植物工場システム食品生産工程自動化

コア技術を結集し、食の安全と安定供給の実現をサポート

Clean Power パワーコンディショナ

新製品を軸に事業を本格拡大し、世界トップクラスの創エネを実現

Biomedical Science ゲノム解析自動化 再生医療自動化

自動化ソリューションを展開し、すべての人が人間らしくより豊かに輝ける未来を実現

PLM＊5の再構築をベースとしたYDXチェーンによる
新たな価値提供

「モノ」の技術の生い立ちから、生産の流れ、そしてその過程
におけるサプライチェーンの情報などをデータでつなぎながら
プロダクトライフサイクルマネジメントを再構築することで、業
務改革を進め、お客さまに新たな価値を提供していきます。

マテリアリティへの取り組み強化を軸とした
サステナビリティ経営の推進

i3-Mechatronicsを通じて社会に貢献するため、マテリアリティ
への取り組みの強化を図ります。また、事業を支える「人」にもフォー
カスします。グローバルに経営理念の浸透を図り、安川グループが
一丸となる“One YASKAWA”を目指していきます。

1

2

＊4 YDX: YASKAWA Digital Transformation
＊5 PLM : Product Lifecycle Management

1 2

3 4



266,690,497株
36,387名

●株式の状況

事 業 年 度

定時株主総会開催月/配当金受領株主確定日

公 告 方 法

株 主 名 簿 管 理 人

毎年3月1日から翌年2月末日まで

5月 / 毎年2月末日および8月31日

電子公告（httpｓ://www.yaskawa.co.jp/ir/）

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号   みずほ信託銀行株式会社

住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受取方法のご指定、確定申告、相続に伴うお手続き、マイナンバーのお届出など

未払い配当金のお支払い

発行済株式の総数 所有者別株式分布状況

配当金情報

大株主（上位10名）
株主数

みずほ信託銀行・みずほ銀行の本店および全国各支店にてお支払いいたします。

証券会社に口座をお持ちの株主さま 口座を開設されている証券会社にお問い合わせください。
証券会社に口座をお持ちでない株主さま（特別口座に記録されている株主さま） みずほ信託銀行（下記）にお問い合わせください。

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行　証券代行部 （土・日・祝日・銀行休業日を除く9：00～17：00）

お問い合わせ先

0120-288-324

52,500

25,184

12,280

8,100

7,439

7,230

5,100

5,094

4,199

3,438

20.00

9.59

4.68

3.09

2.83

2.75

1.94

1.94

1.60

1.31
（注）持株比率は、自己株式（4,123千株）を控除して計算しております。

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

金融機関
（51.21%）

外国法人等
（32.48%）

個人
（7.90%）

その他
（8.41%）

第108期（自2023年3月1日  至2024年2月29日）配当について
1株につき　32円
1株につき　32円（予想）
1株につき　64円（予想）

中 間 配 当
期 末 配 当
年 間

（2023年8月31日現在）

オフィシャルサイト、YASKAWAレポートのご案内
YASKAWAレポート2023https://www.yaskawa.co.jp/

最新のニュースやIR情報、製品情報
など当社をご理解いただくための
様々な情報をご提供しています。

安川電機

QRコード

株主・投資家情報をクリック 統合報告書
「YASKAWAレポート」

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

本冊子に記載の数値は切り捨て、比率については四捨五入しており、決算補足資料など他資料と異なる場合がありますので、ご了承ください。

本統合報告書は、当社グルー
プの戦略および実績などを財
務・非財務の両面から統合
的に報告することで、当社グ
ループの目指す中長期的な
価値創造について、より一層
の理解を深めていただくため
のお役に立てることを目指し
編集しております。ぜひご覧
ください。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント

を採用しています

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株式会社日本カストディ銀行（信託口）

THE BANK OF NEW YORK 133969

株式会社みずほ銀行

株式会社日本カストディ銀行
（三井住友信託銀行退職給付信託口）

株式会社日本カストディ銀行
（三井住友信託銀行再信託分・株式会社福岡銀行退職
給付信託口）
STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY 505234

第一生命保険株式会社

株式会社西日本シティ銀行

明治安田生命保険相互会社




